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本日のお話

特許の公知例調査において、
「類似抽出アドオン」が非常に役立ちました。

どのように役だったのか？
⇒読まねばならない明細書をソフトウエアが絞り込む！



特許調査の種類

1．技術動向調査：特許から技術動向を明らかする

（読み方は粗くて良いが、多数の明細書を読まねばならない）

2．公知例調査：出願前公知例調査、公告公報に対する異議申し

立て、問題特許に対する公知例調査

（明細書を詳細に読まねばならない）



1件毎の注力度と件数の関係

特許件数

1件
に
注
入
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

技術動向調査

たくさん読むが、
読み方は雑。

300件？

公知例調査

丁寧に読んで該当
部分をマーキング

50件？



1000件から50件に減らす方法：なんと人力！
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AIの活用？
誰しも考えるが、筆者
の経験では「バツ」。
結局「人力」。

ここも「人力」。
明細書を読む前
に疲れ果てる！



AIは特許調査に有効か？

サーチ対象ノイズ

①ノイズとサーチ対象
との境目（グレーゾー
ン）の再現性不良

③教師データを鍛えれば正解率は向
上するが、特許調査は一度だけ。手
間暇掛けて作成した教師データを再

利用する機会はない。
②単語よりも「文章の意を解
釈する」ことが重要なケース
では、正解率が低い！ つま
り計算問題はできるが、文章

題は苦手！



1000件から50件に減らす方法：なんと人力！
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欲しいものは？
「ここ掘れ、ワンワン」と教えてくれるソフトウエア！

TMS
類似抽出アドオン



①ベース文の入力



②ベース文の妥当性のチェック



ベース文の妥当性のチェック

類似度の高い方から順に4件選択
A>B>C>D

【詳細表示】して特許の
概略を把握し、自分で類
似度の順番を作成

自分の順番と照合 次へベース文の
改善

一致不一致



③しきい値設定

これ以上の特許
を読む

これ以下の特許
を読まない



④ 閾値の設定
類似度0.1刻みで詳細を表示して発
明をチェック。ある特許で「類似
性無し」と判断したら、そこがし

きい値。



類似抽出アドオンで1000件から20件まで絞り込んだ！
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20

類似抽出アドオン
で一気に20件前後
まで絞り込んだ！



まとめ

1．読むべき明細書を絞り込む作業に非常に有効。

①出願前公知例調査

②出願後公知例調査

③他社特許に対する異議申し立て

④問題特許に対する無効資料探し

2．使うに当たって大事なことは「ベース文」の作成と「しきい値」
の設定。洗練されたベース文を作成すると、後の仕事が楽になる。



ご清聴ありがとうございました！


